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新成人が「二十歳の誓い」
平成28年平生町成人式（１月10日）

人とまち　「きずな」でつなぐ　元気な平生
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多くの方々のご協力に感謝します
平生中学校 校長 窓原 恵美子

　本校のキャリア教育への取り組みは、
生徒たちの自立を促すための、大変良い
体験につながっています。
　これらの取り組みは、多くの個人・団
体の方々との協働によるものです。この
たびの受賞にあたり、ご協力いただいた
全ての皆様に改めて感謝申し上げます。
そして、今後も引き続き、平生中学校へ
変わらぬご支援、ご協力をお願いします。
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募集 臨時職員登録者

　町では、平成 28年度臨時職員登録者を次のとおり募集
します。（男女不問、賃金は予定額）
●申込方法　履歴書（市販のもので可）および資格証のコ
ピー（資格が必要な職種への応募のみ）を、住所・氏名・
希望職種を明記した封筒に入れて提出（郵送可）

●申込場所　町役場総務課、佐賀出張所
●申込期限　２月 24日㈬【必着】

■申込み・問合せ先
　町役場総務課　☎（５６）７１１１

募集 「便利屋さん」登録者
　町では、低コストで効率的な業務を推進するため、公共施設
の軽微な維持管理・作業などに対応していただける「便利屋さ
ん」を募集します。※現在登録されている人は、改めて申し込
む必要はありません。
●応募資格者（対象者）　町内在住者で、次に掲げるいずれか
の業務ができる人（男女不問）
●業務の区分　大工、左官、塗装、溶接、板金、草刈、剪

せんてい

定、
運搬、運転、調査、清掃、筆

ひっこう

耕　など
●勤務時間・日数　おおむね午前８時 30分から午後５時 15
分までの間で町が指定する時間・日数（業務内容によって異
なります。）

●勤務場所　町内（運転・運搬業務にあっては、目的地までの
往復となります。）
●報酬　１日 8,800 円以内で業務ごとに別に定める金額（毎
月末締め、翌月 10日支払い）
●申込方法　申込場所に備え付けの申込書（履歴書兼）に必要
事項を記入の上、提出してください。（郵送可）
●申込場所　町役場総務課、佐賀出張所
●申込期限　２月 24日㈬【必着】

■申込み・問合せ先
　町役場総務課　☎（５６）７１１１

　児童クラブ指導員（若干名）
【応募資格】教諭免許資格（幼稚園、小・中・高等学校）所持
者または保育士資格所持者
【勤務内容】平生・佐賀児童クラブにおける児童の指導（遊び、
読書など）
【勤務日／時間】月～金／小学校の授業終了後～午後６時
土・長期休業中／午前８時 15分～午後６時の内７時間 45分
【賃金】月額で月１回支給（82,000 円／月）

　学校支援員（若干名）
【勤務内容】小・中学校における教諭の補助
【勤務日／時間】
月～金（週３～５日）／午前８時～午後２時の内４～５時間
【賃金】時間給で月１回支給（820円／時間）

　学校司書（若干名）
【応募資格】図書館司書資格所持者
【勤務内容】小・中学校における図書館業務
【勤務日／時間】
月～金（週３～５日）／午前８時～午後４時の内５時間
【賃金】時間給で月１回支給（820円／時間）

　給食調理員（若干名）
【勤務内容】小・中学校の給食調理
【勤務日／時間】月～金（給食がある日）／午前８時～午後４時
【賃金】時間給で月１回支給（780円／時間）

　中央公民館管理人（若干名）
【勤務内容】施設の管理（施設利用の受付、施設の巡回など）
【勤務日／時間】指定する日（月 13回程度）
午前８時 30分～午後 10時の内指定する時間
【賃金】時間給で月１回支給（740円／時間）

　職員などに不足が生じた場合や、臨時に補助員が必要に
なった場合に任用し、勤務していただきます。

◇共通事項
【福利厚生】業務内容により、労災保険などに加入します。
また、勤務形態により、社会保険および雇用保険に加入し
ていただく場合や、有給休暇を付与する場合があります。

　事務補助員（若干名）
【応募資格】高卒以上
【勤務内容】町役場本庁などにおける事務の補助
【勤務日／時間】月～金／午前８時 30分～午後５時 15分
【賃金】時間給で月１回支給（740円／時間）

　保育士（若干名）
【応募資格】保育士資格所持者
【勤務内容】園児の保育
【勤務日／時間】
月～金／午前７時 30分～午後６時 30分の内７時間 45分
土／午前７時 30分～午後５時の内７時間 45分
【賃金】時間給で月１回支給（840円／時間）

　幼稚園補助教諭（若干名）
【勤務内容】幼稚園における教諭の補助
【勤務日／時間】月金／午前８時 30分～ 12時 30分
火～木／午前８時 30分～午後２時 30分
【賃金】時間給で月１回支給（820円／時間）

臨時職員登録者 職種（任用予定人員）
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『アイ・ラブ・ひらお』定住プロジェクトの
申請はお済みですか？

　平生町では、人口減少対策の一環として、若年層を中
心に定住促進を図るため、現在、町内でのマイホーム取
得や三世代同居等を希望する世帯を全力で応援する “『ア
イ・ラブ・ひらお』定住プロジェクト” を行っています。
　町内にマイホームを取得された人は、ぜひこの制度を
使ってください！

  若者定住促進住宅補助事業

　町内に定住を希望する若者世帯の、マイホームの取得
に対して支援を行います。

●補助金の額　　　　　　　　　　（ ）内は佐賀地区の場合
マイホームの取得
（新築、建売、中古住宅の購入） 20万円（50万円）

夫婦の子
中学校就学前の第１子 ５万円（10万円）

第２子以降（１人につき） 10万円（20万円）

軽自動車（住所変更・新規登録） １台につき２万円

※「夫婦の子」「軽自動車」は、町外からの転入世帯のみ。

●主な対象要件
【世帯】町内にマイホームを取得し、引き渡し時に夫婦

いずれかが満40歳以下
【住宅】平成27年４月１日以降に取得されたもの

（取得額：50万円以上）

  三世代同居等応援事業

　町内で三世代同居等を推進することで、子どもを安心
して産み育てられ、高齢者が安心して暮らせるよう、マ
イホームの取得等に対して支援を行います。

●補助金の額

マイホームの取得等
（新築、建売、中古住宅の購入、
リフォーム）

取得額の40％以内
（限度額50万円）

●主な対象要件
【世帯】町内で同じ敷地内または隣接地で同居・隣居し

ている、またはこれから同居・隣居しようとし
ている三世代同居世帯等（親、子、孫など）

【住宅】平成27年４月１日以降に取得、リフォームされ
たもの

　 申込方法（共通）
　マイホームを取得して住民登録を行い、居住を開始
した後に、所定の申請書（町ホームページからダウン
ロード可）に必要書類を添えて、提出してください。

【平成27年度分の申込期限】３月10日㊍

■問合せ先
町役場総合政策課 政策調整班　☎（５６）７１２０

国民年金保険料は口座振替がお得です！
　国民年金保険料の納付に口座振替を利用すると、金
融機関に行く手間と時間が省けます。また、当月分の
保険料を当月末に引き落とす早割制度や、２年分、１
年分、６カ月分を口座振替でまとめて前納する制度を
利用すると、保険料が割引されます。

 参考  平成 27 年度の振替方法別割引額

振替方法等 １回あたりの
納付額 割引額 ２年分に換算

した割引額

２年前納 366,840 円 15,360 円 15,360 円

１年前納 183,160 円 3,920 円 7,840 円

６カ月前納 92,480 円 1,060 円 4,240 円

当月末振替
（早割） 15,540 円 50円 1,200 円

翌月末振替・
現金での納付 15,590 円 なし なし

※表内の国民年金保険料額・割引額は、平成 27 年度の保
険料額を元にした目安額ですので、実際に引き落としさ
れる金額とは異なります。

※実際に口座から引き落としされる金額は、「国民年金保険
料口座振替額通知書」にてご確認ください。

●必要な手続き
　納付書または年金手帳、通帳、金融機関届出印を持
参の上、ご希望の金融機関または年金事務所までお申
込みください。

■問合せ先
徳山年金事務所　☎０８３４（３１）２１５２
町役場町民課 保険年金班　☎（５６）７１１３

●前納（口座振替）の申込期限

２月末まで

８月末まで６カ月前納（10月～翌年３月分）

２年前納、１年前納
６カ月前納（４月～９月分） ➡

➡
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●提案事業者にしていただくこと
①お礼の品を、ふるさと納税者（寄附者）に送付。
②町に対して送付実績を報告するとともに、特産品等の
代金および送料・梱包代等を請求。

●提案事業者のメリット
【特産品等や企業名等をＰＲできます】
　町ホームページや町が作成するふるさと納税パンフ
レット、ふるさと納税ポータルサイトなどに掲載され
るので、広く特産品等をＰＲすることができます。

【特産品等の販路（利用者）拡大】
　発送時にパンフレットなどを同封できるので、特産
品等の販路（利用者）拡大に繋がる可能性があります。
●募集期間
随時　※平成28年度当初開始の場合は３月 10日㈭必着
●応募方法
　提案書に必要書類を添
えてご応募ください。
※詳しくは町役場総合政策
課・佐賀出張所に備え付
けの募集要領をご覧くだ
さい。（町ホームページ
からもダウンロード可）

●申込み・問合せ先
町役場総合政策課
政策調整班　
☎（５６）７１２０

　本町では、平成 27年度から、１万円以上の「ふるさ
と納税（ふるさと平生応援寄附金）」をされた人に、感
謝の気持ちと本町の魅力を伝えるため、お礼の品を進呈
しています。
　現在、10 種類のお礼の品の提案をいただいており、
ふるさと納税の件数は約４倍、金額は約 2.5 倍と、大き
な成果をあげているところです。
　そこで、全国に向けた町内の特産品などのＰＲと販路
（利用者）の拡大など、さらなる地域産業の活性化に貢
献することを目的として、お礼の品の提案を募集します。
●主な応募資格
町内に事業所（本店・支店不問）がある法人、その他の
団体および個人事業者
●提案を募集する特産品、利用券など
通年または季節限定で提供でき、次のいずれかに該当す
る本町の魅力を体感できる特産品等
① 生鮮食品：町内で栽培・生産されたもの
② 加工食品：平生産の原材料を使用した加工食品また
は町内で加工された食品
③ 工芸品：町内で製造されているもの
④ 利用券等：町内の飲食店や宿泊施設等の利用券など
⑤ ①～④を組み合わせたもの、または、本町の魅力を
発信できるもの
●提案（価格）区分
市場販売価格が次の区分（相当額）に応じた特産品等
① 3,000 円  ② 6,000 円  ③ 10,000 円  ④ 15,000 円
⑤ 20,000 円  ⑥ 50,000 円  ⑦ 50,000 円以上
※相当額以上のものでも構いませんが、町から支払う特産
品等の代金は各区分の金額です。（送料・梱包代等は別
途支払います。）

ふるさと納税（ふるさと平生応援寄附金）
お礼の品（飲

特産品、宿泊施設や
食店の利用券など）提案 募集中 !!

児童クラブの入会者を募集します
　児童クラブは保護者が就労などのため不在の家庭に代
わって、小学校の児童を下校後一定時間お預かりすると
ころです。指導員が見守りながら、家庭で過ごすのと同
じように、宿題をしたり、おやつを食べたり、友だちと
遊んだりします。
●入所対象者　集団生活が可能で、保護者が就労等によ
り昼間家庭にいない小学校児童（受け入れ可能人数に限
りがあるため、小学１年生から３年生を優先）
●定員（開設場所）
平生児童クラブ（平生中央児童館）：110人
佐賀児童クラブ（佐賀保育園２階）：20人
●負担軽費　１カ月4,000円（ただし８月は5,000円）
　　　　　　※おやつ代1,500円を含む

●開設日時　４月１日～翌年の３月31日
（日曜日、祝日、12月29日～１月３日を除く）
授業終了後～午後５時30分
土曜日・長期休業中（春・夏・冬休み）
午前９時～午後５時30分
※就労時間や通勤などの都合で、延長保育を希望される
人は午前８時15分～午後６時までお預かりします。

●申込場所　町役場健康福祉課、佐賀出張所
※必要書類（就労証明書など）は申込場所に用意して
います。（町ホームページからダウンロード可）

●申込期限　２月29日㊊
■問合せ先
　町役場健康福祉課 こども班　☎（５６）７１１５
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　きらめき活動助成事業とは、県民一人ひとりが元気で
活力ある社会を実現するため、県内の県民活動団体が実
施する公益的な活動を支援する事業です。

 助成対象となる活動・団体

【活動】地域や社会をより良くするため、県民のみなさ
んが自主的・主体的に取り組む公益的な活動

【団体】組織的かつ継続的に上記の活動を行うことを主
たる目的とする団体

 助成事業のプログラム

Ⅰ自立支援プログラム
活動の発展と団体の自立を目指す活動に対する支援

【助成額】10万円以内　【助成率】対象経費の２／３以内

1自立サポート助成金
地域づくり、子育て支援、防災、環境、医療・福祉、男
女共同参画、文化等幅広い分野で地域住民が主体となっ
て行う活動

Ⅱ地域課題解決支援プログラム
地域課題の解決につながる活動に対する支援

【助成額】50万円以内　【助成率】対象経費の２／３以内

2中山間地域づくり助成金
地域住民と連携し、中山間地域の活性化に貢献する活動
3子育てサポート助成金
地域の子育て支援や多世代交流、子どもの安全・健康・
医療に係る活動

4男女共同参画助成金
仕事と生活の調和、女性の活躍・社会参加の促進などに
関する活動
5循環型社会づくり助成金
地球温暖化防止、リサイクルや環境の保全に資する活動
6暮らしの安心・安全助成金
防災意識の啓発や防災活動、医療や福祉の支援活動、消
費生活や食の安心安全活動
7文化による地域づくり助成金
文化芸術活動や郷土文化の伝承等を通じて地域づくりを
進める活動

Ⅲ財団オリジナルプログラム
財団オリジナルの特別な支援

【助成額】50万円以内  【助成率】対象経費の10／10以内

8ふるさとの自然環境保全助成金
野生動物の保護や自然環境の保全・再生を進める活動
9コラボ活動助成金
様々な活動団体同士の協働によるコラボレーション活動

 申し込みについて

【応募締切】３月31日㈭
【問合せ先】（公財）山口きらめき財団
　☎０８３（９２９）３６００

 相談窓口

　町役場総務課 まちづくり推進班
　☎（５６）７１１１

平成28年度「きらめき活動助成事業」のお知らせ

３月１日火～７日月は春季全国火災予防運動
全国統一防火標語
無防備な 心に火災が かくれんぼ
火の用心７つのポイント
1家のまわりに燃えやすいものを置かない。
2寝たばこやたばこの投げ捨てをしない。
3天ぷらを揚げるときは、その場を離れない。
4風の強いときは、たき火をしない。
5子どもには、マッチやライターで遊ばせない。
6電気器具は正しく使い、たこ足配線はしない。
7ストーブには、燃えやすいものを近づけない。

火災予防優秀作品展
●期間・場所
２月19日㈮～26日㈮／周防大島町役場大島総合支所
２月27日㈯～３月６日㈰／ゆめタウン柳井店舗内
※平成27年に募集した火災予防作品のうち金賞作品31点
を展示します。

防火フェスタ２０１６ 
～地域のみなさんと消防のつどい～

●日時　２月27日㈯　午前10時～12時
●場所　ゆめタウン柳井駐車場（柳井市）
●内容
【アトラクション】消防車スマホ＆ペンスタンド無料
配布（午前９時45分～ 先着100人）／柳井地区広域
消防音楽隊による演奏／柳井消防署によるはしご車訓
練展示／幼年消防クラブによる防火演技／防災グッズ
等大抽選会（午前10時10分～ 先着200人に抽選券配
布）／防火もちまき
【展示・訓練コーナー】住宅用火災警報器の展示／消
火器取扱い訓練／はしご車体験搭乗／消防装備品の展
示および記念撮影／わたがしの配布（先着200人）
■問合せ先
柳井地区広域消防組合 予防課　☎（２３）７７７４
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一人ひとりが主役のまち“平生”
協働のまちづくり48

■問合せ先 町役場総務課 まちづくり推進班 ☎（５６）７１１１

各地区の活動状況
Thema

　現在、曽根と佐賀の２地区でコミュニティ協議会
設立に向けて協議を行っていますので、その状況に
ついて紹介します。
　また、宇佐木、竪ヶ浜、平生まち・むら、大野の
４地区ではコミュニティ協議会が設立され、それぞ
れ活動を行っています。

各地区の状況（27年４月以降）

曽根コミュニティ協議会設立準備委員会
●設立準備委員会の開催（９回）
●設立準備委員会役員会の開催（９回） 

▽地域づくりアンケートについて

▽地域課題の分類について

▽コミュニティ協議会の規約について

▽今後の進め方について　など
●地域づくりアンケートの実施（５月）

▽配布数646件、有効回収数497件、回収率 76.9％
●地区懇談会の開催（４月30日、12月17日）

▽協働推進プランについて

▽自治会長へ準備委員会の取組を説明

▽コミュニティ協議会設立に向けてのお願い

▽意見交換　など
●準備委員会だよりの発行（８月７日、１月８日）

佐賀コミュニティ協議会設立準備委員会
●設立準備委員会の開催（５回）
●設立準備委員会役員会の開催（８回）

▽地域づくりアンケートについて

▽コミュニティ協議会事業計画について

▽コミュニティ協議会規約について　など
●地域づくりアンケートの実施（６月～７月）

▽配布数1,060件、有効回収数889件、回収率83.9％
●県庁中山間応援隊の活動の受入れ
　（11月10日、24日）

▽生活センター・朝市の視察

▽移送サービス利用者・朝市出店者からの聴き取り

▽設立準備委員との意見交換　など
●準備委員会だよりの発行（5月8日、9月11日）

宇佐木コミュニティ協議会
●挨拶運動の実施（５月11日）
●国道清掃の実施（６月22日、10月25日）
●自主防災講演会の開催（７月12日）
●一斉クリーン作戦の展開（７月25日、10月10日）
●盆踊り大会の開催（８月15日）
●挨拶運動推進標語募集（９月～10月）
●ふれあい祭りの開催（11月15日）
●自治会対抗グラウンドゴルフ大会の開催
　（11月15日）
●防犯・防災パトロールの実施（12月）
●どんど焼きの開催（１月９日）　
●赤子山登山道整備の実施（１月31日）
●かわら版「うさなぎ」の発行（随時）など

竪ヶ浜コミュニティ協議会
●地域づくりアンケートの実施（４月～５月）

▽配布数230件、有効回収数114件、回収率49.6％
●３部会合同奉仕活動の実施（８月２日）
●認知症サポーター養成講座の開催（９月29日）
●マイナンバー制度説明会の開催（11月24日）
●うそ電話詐欺撲滅講習会の開催（12月９日）
●餅つきの開催（12月23日）
●口の手当健康講座の開催（１月28日）
●赤子山登山道整備の実施（１月31日）
●「かわら版」の発行（毎月第4金曜日）など

平生まち・むらコミュニティ協議会
●さつま芋の苗植えの開催（６月14日）
●ラジオ体操会の実施（７月18日）
●盆踊り大会の開催（８月22日）
●いもほり＆バーベキューの会の開催（11月22日）
●クリスマスパーティーの開催（12月20日）
●凧作りの開催（１月10日）
●どんど焼き、凧あげ大会の開催（１月11日）
●赤子山登山道整備の実施（１月31日）
●「ふれあい便り」の発行（毎月第４金曜日）など

大野コミュニティ協議会
●大野防災チャレンジの開催（６月７日）
●ラジオ体操会の共催（７月18日）
●盆踊り大会の共催（８月13日）
●公民館まつりの共催（11月22日）
●通学路整美の開催・どんど焼きの共催（１月９日）
●「ふれあいサロンおおの」の開設（毎週金曜日）
●情報便「かけごえ」の発行（随時）など
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平生町人権教育推進協議会
（事務局：町教育委員会）
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通知カードの保管期限は３月 31日㊍まで
　昨年 11月に「マイナンバー通知カード」を簡易書留で全世
帯に送付しましたが、不在により配達できなかったものについ
ては町役場に返却されており、３月 31日㊍まで保管します。
　平日（㊊～㊎）の午前８時 30分から午後５時 15分まで町
役場町民課の窓口で受け取ることができますが、平日の受け取
りが困難な人のために、次のとおり臨時交付窓口を開設します。
　まだ受け取られてない人は、次の書類をご持参の上、町役場
町民課窓口でお受け取りください。

臨時交付窓口
●日時　３月６日㊐　午前８時 30分～ 12時
●場所　町役場町民課
●通知カード受け取りに必要な持参物（平日の場合も同様）
【本人の場合】本人確認書類※

【代理人の場合】本人および代理人の本人確認書類 ※、委任状
※本人確認書類
【顔写真付きのもの】１点 例運転免許証など
【顔写真が無いもの】２点以上 例保険証、年金手帳、預金通帳など

保管期限を過ぎた通知カードは廃棄します。その後の再交付
には手数料（500円）がかかりますので、ご注意ください。

■通知カードの受け取りなどに関する問合せ先
町役場町民課 戸籍班　☎（５６）７１１３

マイナンバー通知カードの
臨時交付窓口を開設します　町では、基本的な政策などを策定する過程にお

いて、事前にその案やその他必要な事項を町民に
広く公表し、町民のみなさんから意見などの提出
を求め、政策などに反映させる「パブリック・コ
メント（意見募集）」制度を実施しています。
　このたび、次の案件を公表しますので、みなさ
んのご意見をお聞かせください。

 案件  第３次平生町男女共同参画プラン（原案）

　男女がお互いにその人権を尊重しつつ、責
任も分かち合い、性別にかかわりなく、その
個性と能力を十分に発揮することができる男
女共同参画社会の実現を目指し、平成28年度
から平成32年度の５年間の展望に立って、ま
ちの現状に合った具体的施策を計画するもの
です。

●公表期間（意見等募集期間）
２月３日㈬～３月３日㈭
●公表資料閲覧場所
各公民館、各コミュニティセンター、町体育館、
平生図書館、町役場総務課、町ホームページ
※ご意見の提出方法など、詳しくは閲覧場所に
備えています募集要領をご覧ください。

■問合せ先　町役場総務課　☎（５６）７１１１

意見を募集しますパブリック
・コメント
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「
雪
に
耐
え
て
梅
花
麗
し
」（
西

郷
隆
盛
）。
広
島
カ
ー
プ
の
黒
田

投
手
の
座
右
の
銘
と
い
い
ま
す
。

厳
冬
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
、
芳

香
を
放
つ
梅
花
の
如
く
、
古
巣
へ

戻
っ
て
男
気
を
貫
く
そ
の
野
球
人

生
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
立
春

も
過
ぎ
、
球
春
の
到
来
が
待
ち
遠

し
い
昨
今
で
す
。

　

今
年
は
夏
に
参
院
選
挙
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
衆
・
参
ダ
ブ
ル

選
挙
の
憶
測
も
飛
び
交
っ
て
い
ま

す
が
、
注
目
す
べ
き
は
こ
の
選
挙

か
ら
選
挙
権
年
齢
が
「
18
歳
以

上
」
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
今
年
の
新
成

人
を
含
め
、
約
３
６
０
万
人
の
新

有
権
者
が
誕
生
し
ま
す
。
若
者
の

投
票
行
動
が
日
本
の
政
治
に
ど
ん

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
の
か
、

歴
史
的
な
選
挙
と
な
り
そ
う
で

す
。〝
18
歳
選
挙
権
〞
と
な
れ
ば
、

高
校
３
年
生
も
対
象
と
な
る
こ
と

か
ら
、
山
口
県
教
育
委
員
会
も
早

速
、教
員
用
の
手
引
き
を
作
成
し
、

生
徒
に
主
権
者
と
し
て
の
自
覚
を

促
す
指
導
に
乗
り
出
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
ま
で
、
高
校
生
の

政
治
活
動
へ
の
参
加
は
禁
止
さ
れ

て
き
た
だ
け
に
、
教
育
現
場
で
は

多
少
の
戸
惑
い
も
あ
る
は
ず
で
す

が
、
政
治
に
関
す
る
多
様
な
意
見

に
触
れ
、
考
え
を
深
め
て
い
け
る

よ
う
、
環
境
を
整
え
て
い
っ
て
欲

し
い
も
の
で
す
。

　
〝
主
権
者
教
育
〞
に
つ
い
て
は

学
校
だ
け
で
な
く
、
家
庭
の
役
割

も
大
き
い
と
言
え
ま
す
。
自
分
や

家
族
、
国
の
将
来
と
政
治
の
関
わ

り
を
家
族
で
し
っ
か
り
話
し
合
う

こ
と
で
、
政
治
が
よ
り
身
近
に
な

り
ま
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
気
に
な
る
の
は

最
近
の
投
票
率
で
す
。
国
政
、
地

方
選
挙
と
も
過
去
最
低
の
更
新
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
若
者
の
政
治

的
無
関
心
や
低
投
票
率
を
嘆
く
前

に
、
私
た
ち
大
人
の
覚
悟
も
問
わ

れ
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

私
は
こ
の
〝
18
歳
選
挙
権
〞
の

実
施
を
契
機
に
、
主
体
的
に
政
治

に
関
わ
る
若
者
が
増
え
、
国
の
在

り
方
の
み
な
ら
ず
、
地
方
の
行
政

や
議
会
へ
の
関
心
が
高
ま
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
性
と
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
郷
土
の
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
を
民
主
主
義

の
す
そ
野
を
広
げ
、
地
域
振
興
の

底
上
げ
に
つ
な
が
る
チ
ャ
ン
ス
に

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
年
明
け
か
ら
国
内
外

で
テ
ロ
や
難
民
、
核
実
験
や
株
価

の
大
幅
下
落
、
閣
僚
の
辞
任
…
な

ど
、
波
乱
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し

た
。
株
の
世
界
で
は
「
申
（
さ
る
）

酉（
と
り
）騒
ぐ
」と
い
う
格
言
が

あ
る
そ
う
で
す
が
、
今
年
は
そ
の

申
年
で
す
。
さ
て
ど
う
な
る
こ
と

か
？　

皆
さ
ん
の
悩
み
や
災
い
が

去
る

4

4

年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
…
。

18
歳
選
挙
権

No.159

町長室の窓

平成28年２月号 広報ひらお

町民課の
窓口延長サービス

●毎月第２・第４金曜日、町民課の窓口は午後６時30分まで（年末年始、祝日を除く）
●交付できるもの：住民票の写し、戸籍謄抄本（除籍・原戸籍は除く）
　　　　　　　　　印鑑登録証、印鑑証明書

平生町育英基金平生町育英基金
貸付のご案内貸付のご案内

　平成 28年度の平生町育英基金の貸付
者を次のとおり募集します。
●貸付対象者 ●貸付対象者 ※現在、在学中の人を含む
平生町に 1年以上居住している人で、
次のすべてに該当する人
1高等学校、大学（短期大学を含む）
に在学中または進学予定の人 2経済
的な理由により修学が困難と認められ
る人（家族の所得および構成が基準） 
3向学心に富み有能な資質を有してい
る人 4（独）日本学生支援機構、（公財）
山口県ひとづくり財団奨学センターな
どの貸付を受けない人
●貸付金額●貸付金額
【高校】月額 12,000 円
【大学】月額 40,000 円
●申込期間●申込期間
３月１日㈫～ 31日㈭
●提出書類●提出書類
申込書、推せん書（町教育委員会に備
え付けの様式）、所得に関する証明書、
住民票謄本、作文（高校申込者のみ）
●償還方法●償還方法
無利子・10年以内（うち６カ月据置後）
■問合せ先■問合せ先
町教育委員会　☎（５６）６０８３

新しい選挙管理委員が
選出されました

　昨年の12月に開かれた第７回平生町
議会定例会で、次の方々が平生町選挙
管理委員として当選されました。
　これを受けて町選挙管理委員会では、
１月24日に委員会を開き、委員長並び
に委員長職務代理者を決定しました。
　委員の任期は平成28年１月24日から
平成32年１月23日までの４年間です。
　今後、公正中立で、明るい選挙を目
指しての活躍が期待されます。
●選挙管理委員（敬称略）
【委員長】菊本 哲夫
【委員長職務代理者】山本 幸弘
【委員】木谷 巖
【委員】安村 陽子
■問合せ先
平生町選挙管理委員会事務局（町役場
総務課内）　☎（５６）７１１１
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新成人の新たな門出
　１月 10日、町武道館で成人式が行われ、本年度 20
歳を迎える新成人 95人が参加しました。
　式典では、新成人を代表して新

に っ た

田剛
ご う

さんと後
ご と う

藤美
み さ き

咲
さんが「二十歳の誓い」を発表（表紙写真）。大人とし
ての自覚と責任そして希望を胸に、新たな一歩を踏み
出しました。また、式典終了後は懐かしい恩師や旧友
との再会を喜ぶ声が会場に響きました。

平成 28年消防出初式
　１月４日、消防団員および消防関係団体が一堂に会
し、「平成 28年平生町消防出初式」が開催されました。
　観閲行進（町道桜町線）、式典（町体育館）、一斉放
水（大内川排水機場）が行われ、関係団体の団結およ
び士気の向上を図りました。式典における消防団員表
彰の受賞者は次のとおりです。（敬称略）

山口県消防協会長表彰および
平生町長表彰

○退職消防団員感謝状
　松永 惠善（前第７分団 分団長）
　森谷 和正（前第３分団 部長）
　礒邊 宏（前第５分団 部長）
　河内 和成（前第９分団 部長）
　金岡 泰史（前本部 部長）
　河村 武（前本部 班長）

　山口県消防協会長表彰

○功績章
　池岡 一行（第７分団 分団長）
　叶本 章（第８分団 分団長）
○永年勤続消防団員表彰
【30年勤続表彰】
　東 安孝（第２分団 分団長）
　村田 眞作（第６分団 分団長）

　仁田 眞澄（第１分団 副分団長）
　重歳 幸成（第２分団 副分団長）
【20年勤続表彰】
　新河 正美（第１分団 部長）
　松宮 温男（第１分団 班長）
　福島 清（第４分団 班長）
　松本 敏之（第４分団 班長）
　隅田 紀正（本部 班長）
　市川 祥史（第５分団 団員）
【10年勤続表彰】
　福田 正博（第２分団 班長）
　生永 定男（第８分団 班長）
　西依 憲一（第６分団 団員）

平生町長表彰

○永年勤続消防団員表彰
【25年勤続表彰】
　國廣 力吉（第９分団 分団長）
　守田 龍生（第９分団 副分団長）

　新見 正佳（第３分団 部長）
　渕上 剛（第４分団 部長） 
　岩﨑 憲一（第５分団 部長）
　河内 邦治（第９分団 部長）
　伊本 浩昭（第９分団 部長）
　田代 勉（第５分団 班長） 
　河内山 宏充（第９分団 班長）
　吉﨑 秀和（第９分団 班長）
　田中 博通（第９分団 班長）
　中島 直人（第９分団 班長）
【15年勤続表彰】
　上田 貢（第２分団 班長） 
　久原 哲也（第３分団 班長）
　大田 久之（第６分団 班長）
　加藤 一（第１分団 団員） 
　野見山 安之（第５分団 団員）
　西 一郎（第９分団 団員） 
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【平生町観光キャッチフレーズ】“キラメキの瀬戸の眺めにおいでませ　明日は歴史と会える町”

平成28年２月号 広報ひらお

七草のつどい
　１月８日、大野公民館で
七草粥や薬膳料理をみんな
で作って会食。そのヘルシ
ーな料理で、お正月の祝い
膳などで弱った胃腸をいた
わりました。

大星山で初日の出
　１月１日、大星山で初日
の出を迎えようと、多くの
人が山頂に集いました。棚
引く雲の間から差し込んだ
美しい光は、集まった方々
からの歓声を誘いました。

各地域でどんど焼き
　町内の各地域でどんど焼
きが行われました。まち・
むら地区（１月 11日）では、
凧揚げや消防団によるアト
ラクションも行われ、多く
の人が集まりました。

獅子が頭をガブリ
　１月１日、大野神舞保存会
が大野八幡宮などで獅子舞
の演舞を披露。演舞後は、訪
れた方々の頭をガブリ。獅子
に噛まれると１年を健康で
過ごせるとの言い伝えです。

表 彰

少年サッカー教室
　1月 24日、町体育館で「地域スポーツ人口拡大
推進事業　少年サッカー教室」が行われました。
　元プロサッカー選手の末

す え お か

岡龍
り ゅ う じ

二さんを講師に迎
え、参加したサッカー好きの小学生たちが、ボー
ルを使った練習の実技指導などを受けました。

平生小で二分の一成人式
　１月 15日、本年度 10歳を迎える平生小学校４
年生による「二分の一 成人式」が行われました。
　式では、日ごろの学習成果や将来の夢について発
表。そして、今日までの想いをつづった手紙を、児
童と保護者が互いに読み交わして絆を深めました。

県消防クラブ連合会会長表彰
【受賞者】田

た ま る

丸 美
み ち こ

千子さん
　大野地区女性防火クラブ会長の田丸美千子さんが、
山口県消防クラブ連合会会長表
彰を受賞されました。
　田丸さんは、平成 16 年に同
クラブの会長に就任されて以
来、地域の火災予防思想の普及
にご尽力されています。また、
県婦人消防操法大会において指
揮者として優勝するなど、数々
の功績を残されています。

ボランティア・スピリット賞
アワード

SPIRIT OF COMMUNITY 奨励賞
【受賞者】大

お お た

田 鈴
す ず ら ん

蘭さん　
　大田鈴蘭さん（平生中２年）が、第 19 回ボランテ
ィア・スピリット賞において SPITIT OF COMMUNITY
奨励賞（全国で８人・団体）を受賞されました。
　この賞（アワード）は、青少
年のさまざまなボランティア活
動を支援するプログラムです。
　大田さんは、週に１回、地域
の老人福祉施設を訪れて、入所
者との触れ合いや洗濯のお手伝
いなどをされるほか、さまざま
なボランティア活動に取り組ん
でおられます。
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睡
眠
で
こ
こ
ろ
を
元
気
に
し
よ
う

　

平
成
24
年
に
町
で
実
施
し
た
健
康
づ
く

り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
こ

こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
現
状
で
ス
ト
レ
ス

が
大
い
に
あ
る
人
は
全
体
の
15
％
で
、
年
代

別
で
は
20
〜
30
歳
代
の
若
い
世
代
や
、
40
〜

50
歳
代
の
働
き
盛
り
世
代
に
多
い
状
況
で

す
。

　

ま
た
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
手
段
の
あ

る
人
は
61
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
一
方
で
、
全
体
の
11
％
の
人
が
ス
ト
レ

ス
に
つ
い
て
相
談
す
る
人
や
場
が
な
い
と

い
う
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
は
、
日
常
生
活
の
中
で
は
誰
も

が
受
け
て
い
ま
す
。
身
の
回
り
の
外
部
か
ら

の
刺
激
に
対
し
て
は
、
そ
の
人
の
受
け
止
め

か
た
や
そ
の
時
の
体
や
こ
こ
ろ
の
状
態
に

健康づくりのための睡眠指針
～からだもこころも健やかに～
第１条　良い睡眠で体もこころも健康に。
第２条　適度な運動、しっかり朝食、ねむ

りとめざめのメリハリを。
第３条　良い睡眠は、生活習慣病予防につ

ながります。
第４条　睡眠による休養感は、こころの健

康に重要です。
第５条　年齢や季節に応じて、ひるまの眠

気で、困らない程度の睡眠を。
第６条　良い睡眠のためには、環境づくり

も重要です。
第７条　若年世代は夜更かし避けて、体内

時計のリズムを保つ。
第８条　勤労世代の疲労回復・能率アップ

に、毎日十分な睡眠を。
第９条　熟年世代は朝晩メリハリ、ひるま

に適度な運動でよい睡眠。
第10条　眠くなってから寝床に入り、起き

る時刻は遅らせない。
第11条　いつもと違う睡眠には、要注意。
第12条　眠れない、その苦しみをかかえず

に専門医に相談を。

よ
っ
て
も
ス
ト
レ
ス
を
マ
イ
ナ
ス
に
と
ら
え

た
り
、
逆
に
プ
ラ
ス
と
と
ら
え
る
こ
と
も
出

来
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
と
上
手
に
付
き
合
う
方

法
は
、
年
代
や
環
境
に
よ
っ
て
も
異
な
り
ま

す
が
解
消
方
法
の
ひ
と
つ
に
「
休
養
」
が
あ

り
ま
す
。
あ
な
た
は
、
日
頃
、
睡
眠
で
休
養

が
十
分
と
れ
て
い
ま
す
か
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
ぐ
っ
す
り
と
心
地
よ

く
眠
る
た
め
の
睡
眠
指
針
を
策
定
し
ま
し

た
。（
左
記
参
照
）

　

毎
日
の
心
地
よ
い
睡
眠
は
、
活
動
す
る
た

め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
電
さ
せ
る
た
め
に
も

と
て
も
重
要
な
も
の
で
す
。
生
活
の
中
で
、

上
手
に
工
夫
し
て
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
睡
眠
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

No.656

広報ひらお平成28年２月号

☆毎月19日は「食育の日」です。家族や仲間といっしょに食事を楽しみましょう☆

おすす
め

メニュ
ー レシピコンテストの入賞作品を

ご紹介します

※毎月、食材などの季節や旬を考慮した順に掲載します。

伝えたい新しいふるさとの味

  　優秀賞
『平生特産ブルーベリー風♪
ひじきと季節野菜たっぷりのサラダ』

宮
み や わ き

脇 章
あ き こ

子さん
　鉄分の多いひじきを、シーチキン、ごま、マヨネー
ズ味でおいしくたくさん食べられます。平生特産のブ
ルーベリージャムを加え
て甘みと酸味をプラスし
ています。ひじきを戻し
ている間に野菜を切った
りたれを作っていたら、
あっという間にできます。

材　料　４人分
ひじき（乾）　　　　  10g 
めんつゆ　　　  大さじ２
みりん　　　　  大さじ１ 
ほうれん草（小松菜）

１／２束 
コーン（缶）　　　　  40g 
人参　　　　　　　  40g 

シーチキン　　　 １缶 
すりごま　　 大さじ３ 
マヨネーズ　 大さじ３ 
ブルーベリージャム 

大さじ１～３ 
すし酢、砂糖
りんご酢（レモン汁）
　　　　　 各大さじ１ 
塩、こしょう　　  少々 

作り方
① ひじきは水で戻し、めんつゆとみりんでさっと煮て、
汁気をきり冷ましておく。
② ほうれん草は茹でて 1cm位に切る。
コーン缶は汁気をきる。
人参はせん切りにして塩もみする。

③ ボウルに汁気をきったシーチキンとAをすべて入れ
て混ぜ、①と②を加えて和える。

Ａ

■問合せ先
　町保健センター　☎（５６）７１４１



２月…22㈪、28日（日／月末整理日）、29日㈪
３月…７日㈪、14日㈪

新着図書の紹介

休館日

平生図書館　☎（５６）２３１０
【開館時間】午前９時～午後５時15分

わたしの宝石
朱川 湊人 著

ホットプレート＆たこ焼き器
ラクうま活用レシピ　松尾 絢子 著

ホーホーはらへりフクロウさまだ！
ジャン・ジュリアン 絵

文房具のやすみじかん
小池 壮太 絵

　図書の一部を紹介します。

《児童書》

《一般書》

ご自宅からインターネットを利用して予約・検索できます♪　
http://www.library.town.hirao.lg.jp または 町公式ホームページからアクセス

ご寄付ありがとうございました
　眞工金属㈱ 平生工場（平生町曽
根）様から子どもの読書活動への
支援として図書購入費10万円をご
寄付いただきました。
　本町では、子どもの読書活動の
推進を図るため児童書の整備充実
に努めており、今回のご寄付で幼
児・児童を対象とした本を80冊購
入しました。図書館玄関正面に特
設コーナーを設けていますので、
ぜひご利用ください。

ねこざかな　全12巻
わたなべゆういち 作
（フレーベル館）

☆購入図書の一部を紹介します！

探偵チームＫＺ事件ノート
既16巻
住滝 良 文
（講談社）

世界に誇る日本の世界遺産
全７巻
西村 幸夫 監修
（ポプラ社 他）

図書館図書館
だよりだより

生
涯
学
習
推
進
だ
よ
り

介します！

ＫＺ事件ノ ト

（

世

住

誇 本

探
既

誇
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平生町生涯学習推進マスコット
「マナビット」

No.241
　

平
生
町
観
光
協
会
は
、
平
生
町

の
豊
か
な
自
然
と
先
人
が
残
し
た

文
化
遺
産
を
活
用
し
て
、
観
光
振

興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

昭
和
62
年
に
設
立
さ
れ
た
約
30
年

の
歴
史
を
も
つ
団
体
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
平
生
町
の
魅
力
を

広
く
内
外
に
発
信
す
る
た
め
に
、

活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
か
ん
ぷ
う
く
ん
」

　

観
光
協
会
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
か
ん
ぷ
う
く
ん
」
は
、

大
星
山
に
住
む
風
の
妖
精
と
し
て

誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
24
年
の
春

か
ら
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
近
隣
市

町
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に
参

加
し
、
平
生
町
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と

し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
見
か
け

た
際
は
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ね
。

大
星
山
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ

in
ひ
ら
お

　

本
町
最
高
峰
、
標
高
４
３
８
メ

ー
ト
ル
の
大
星
山
山
頂
へ
向
け
て

駆
け
上
が
る
、
自
転
車
の
ヒ
ル
ク

ラ
イ
ム
レ
ー
ス
で
す
。
公
道
を
利

用
し
た
全
日
本
実
業
団
自
転
車
競

技
連
盟
公
認
の
特
設
コ
ー
ス
に
な

っ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
実
業
団
・

一
般
合
わ
せ
て
約
３
０
０
人
の
サ

イ
ク
リ
ス
ト
が
健
脚
を
競
っ
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
は
10
月
１
日
㈯

に
開
催
予
定
で
す
の
で
、
脚
力
に

自
信
の
あ
る
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
業
団
チ
ー
ム
の
迫
力

あ
る
走
り
を
間
近
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
沿
道
か
ら

の
声
援
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

特
産
品
販
売

　

平
生
町
の
魅
力
を
広
く
発
信
す

る
た
め
に
、
町
内
外
で
開
催
さ
れ

る
お
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に
出

店
し
て
い
ま
す
。

　

平
生
町
の
特
産
品
で
あ
る
農
産

物
や
水
産
加
工
品
、
漬
物
、
ジ
ャ

ム
、
い
り
こ
、
ジ
ュ
ー
ス
、
お
菓

子
な
ど
を
販
売
し
て

い
ま
す
。ま
た
現
在
、

観
光
協
会
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
「
か
ん
ぷ
う
く

ん
グ
ッ
ズ
」
の
製
作

を
企
画
中
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

紙
芝
居

「
あ
り
が
と
う
忠
右
衛
門
さ
ん
」

　

平
生
開
作
に
尽
力
し
た
横
道
忠

右
衛
門
の
功
績
を
広
く
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
平
成
25
年
に
観
光

協
会
が
制
作
し
た
紙
芝
居
で
す
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
「
山
口
ど
こ
で

も
紙
芝
居
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。
是
非
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
に
は
こ
の
紙
芝
居
に

共
感
さ
れ
た
周
防
大
島
町
の
兄
妹

デ
ィ
オ
「
マ
ウ
ン
テ

ン
マ
ウ
ス
」か
ら「
ち

ゅ
う
え
も
ん
さ
ん
あ

り
が
と
う
」
と
い
う

曲
の
寄
贈
が
あ
り
ま

し
た
。

※
平
生
町
観
光
協
会
は
、
常
時
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
本
協
会

の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
、
観
光
振
興

に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ
先

　

平
生
町
観
光
協
会

　

☎
（
５
６
）
５
０
５
０

風
と
と
も
に 

〜
平
生
の
魅
力
を
発
信
中
！
〜

平
生
町
観
光
協
会

平成28年２月号 広報ひらお



　このコーナーでは、原則として広報発
行月に満１歳を迎えられるお子様の写真
を掲載しています。誕生日の記念に、お
子様の笑顔で本紙を飾ってみませんか！
お子様の写真や氏名、生年月日は、ホー
ムページ版には掲載していません。

☆次号（３月号）掲載の応募期限
　２月19日㈮

☆応募方法
　写真（データ可）と必要事項を書い
たものを町役場総務課または保健セン
ターにお持ちください。また、パソコ
ンや携帯（スマホ）からのメールでの
応募も受け付けています。その際は、本
文に必要事項を入力し、写真を添付し
て送信してください。
【必要事項】
①お子様の氏名（ふりがな）
②お子様の性別
③お子様の生年月日
④居住地区（平生町大字○○）
⑤パパとママの名前（ふりがな）
⑥コメント（５～30字程度）
⑦連絡先電話番号

【応募先メールアドレス】
soumu2@town.hirao.lg.jp

問町役場総務課　☎（５６）７１１１

募集募集わが家の
アイドル

わが家のわが家の
アイドルアイドル
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　一部の港やため池、河川のほか、県や市・町などが管理す
る施設等には、部外者が立ち入ることを禁じている場所があ
ります。
　こうした場所は、管理者が安全面
や施設管理上の防犯面などを考慮し
て無断の立ち入りを禁じているもの
です。
　正当な理由なく立ち入った場合、
軽犯罪法の違反（拘留又は科料）と
して処罰されることがありますの
で、危険防止等のためにも、安易に
立ち入らないようにしましょう。

「立入禁止場所に入ったら…」

広報ひらお平成28年２月号

正しい知識で正しい知識で安心な消費生活安心な消費生活
山口県消費生活センター　☎０８３（９２４）０９９９山口県消費生活センター　☎０８３（９２４）０９９９

通信販売の「定期購入」のトラブルに注意！
　新聞広告を見て健康食品を電話で注文した。商品が届
いた一カ月後に同じ商品と振込用紙が届いた。１回だけ
のつもりで注文したが、業者に確認すると定期購入になっ
ていた。定期購入の申し込みをした覚えはない。どうし
たらよいか。

相 談

　広告に記載してある購入や解約の条件、返品が可能か
どうか、できる場合の条件などの契約内容を確認するよ
う助言した。

アド
バイス

　通信販売の定期購入のトラブルになるケースとして
は、広告の販売条件や注文ハガキに書かれていた「定期
購入」の記載の見落としなどにより一回限りの購入のつ

もりが、定期購入になっていたというケースがあります。
　通信販売には、クーリング・オフ制度の適用はなく、返品や解
約ができるかは、業者が定める「返品特約」に従うことになります。
　広告を見る際は、業者が強くアピールする「無料」「お試し」「初
回割引」などの言葉だけでなく、購入条件や返品特約などに注意
して、よく広告を読む習慣をつけましょう。また、送られてきた
商品に同封された書面などにもすぐ目を通し、内容をしっかり確
認するようにしましょう。
　少しでも不安や疑問を感じた場合は、次の相談窓口までご連絡
ください。
【相談窓口】県消費生活センター　☎０８３（９２４）０９９９
　　　　　 町役場経済課　☎（５６）７１１７

ワンワン
ポイントポイント

平成28年「交通安全年間スローガン」交通安全標語 シニアこそ　ジュニアのお手本　交通安全

柳井警察署だより■問合せ先  ☎（２３）０１１０

赤十字救急法
基礎講習会・救急員養成講習会

　日常生活における事故防止や、正し
い救命・応急手当の知識と技術につい
て、赤十字救急法指導員が講習を行い
ます。また、最終日に実施する検定に
合格されると救急法救急員認定証が交
付されます。
【日時】３月 19日土、20日日、21日月 
午前９時～午後５時（計16時間）
【場所】日本赤十字社山口県支部（山口市）
【対象】満 15歳以上
【定員】30 人（先着順）
【受講料】無料（教材費は実費 3,200 円）
【申込期限】３月４日金
■申込み・問合せ先
　日本赤十字社山口県支部 事業推進課
　☎０８３（９２２）０１０２
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休日や平日夜間の医療案内

■柳井地域休日夜間応急診療所
　　　柳井市中央１丁目５番３号
　　　☎（２２）９００１（下記診療時間内）

◇診療は、あくまで応急的診療であり、専門的な診
療は受けられない場合があります。

区分 診　療　日 診療時間（受付）

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15日）
年末年始
（12月 30日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はあ
りません

午前９時～ 12時
（午前11時30分まで）
午後１時～５時
（午後４時 30分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません

午後７時～ 10時
（午後９時 30分まで）

月間火災・救急発生状況 月間交通事故発生状況
（12月）資料：柳井地区広域消防組合 （12月）資料：柳井警察署

火　災
救急

発生件数 死者
（人）

傷者
（人）建物 山林 その他 人身 物損

管　内 0 0 2 332 管　内 28 167 1 31
平生町内 0 0 0 56 平生町内 5 24 0 5

まちの人口
12 月31日現在
住民基本台帳記載人口
（　）：前月対比

世帯数 5,645 世帯（ ± 0 ）
人　口 12,528 人 （ － 6 ）
うち男 5,908 人 （ － 3 ）

女 6,620 人 （ － 3 ）

ミュージックチャイムの曲名【２月】 　 ６：00　たき火　 12：00　平生町の歌　 17：00　夕やけこやけ

平成28年２月号 広報ひらお

人権行政相談　※相談無料・秘密厳守

◆相談日 毎月第２月曜日（休日の場合は翌日）
◆相談員 人権擁護委員、行政相談委員
◆相談内容 人権に関わる悩みや困りごと、行政全般に
ついての苦情、相談並びに意見や要望などについて

次回は
 ３
　 14月

柳井健康福祉センター相談日
　〔柳井市古開作／☎（２２）３６３１〕

●骨髄バンク登録検査《要予約（前日まで）》
　３月９日㈬ ９：00～10：00
●Ｂ・Ｃ型肝炎抗体検査《要予約（前日まで）》
　３月９日㈬ 10：00～10：30
●発達クリニック《要予約（１週間前まで）》
　３月10日㈭ 　13：00～16：00
●ＨＩＶ抗体検査《要予約（当日まで）》
　※当日検査結果がわかります
　３月９日㈬ 14：00～16：00、17：00～19：00
●思春期・ストレス相談《要予約（前日まで）》
　３月25日㈮ 10：00～15：00
●心の健康相談《要予約（１週間前まで）》
　３月15日㈫ 13：00～14：00

場所：ゆめタウン柳井 ２階ベビー服売り場前
日時：２月20日㈯  午前10時～12時
内容：血圧・体重･体脂肪測定、健康相談、乳児･育児相談など

山口県看護協会柳井支部まちの保健室

☎ ０８３６（５８）４４５５（24時間対応）

山口県精神科
救急情報センターこころの救急電話相談

精神病、うつ病など、こころの病気による混乱した言
動・ひきこもり・自殺願望など内容

☎＃８０００または☎０８３（９２１）２７５５（携帯電話可）

【受付時間（毎日）】
午後７時～翌午前８時小児救急電話相談

内容 15歳未満の子どもの急患や疾病に関すること

☆完納で育てよう明るい平生町☆

今月の納税【２月】 納期限 ２月29日月

固定資産税　　　　　　第４期
国民健康保険税　　　　第８期
介護保険料　　　　　　第８期
後期高齢者医療保険料　第８期

◎便利な口座振替も利用できます◎

問
合
せ
先

税務課【町税】　　　　　　　　 ☎（５６）７１１４
健康福祉課【介護保険料】　　　 ☎（５６）７１１５
町民課【後期高齢者医療保険料】 ☎（５６）７１１３

心とからだの相談室
　山口県立大学では、地域貢献活動の一環として、地域の皆
様の相談に応じる「心とからだの相談室」を開設しています。
●日時　㊊～㊎ 午前９時～午後５時
　　　　（法務相談：毎月第２水曜日 午後１時～）
●場所　山口県立大学 地域交流スペース Y

ユ ッ カ

ucca（山口市）
●内容　医師や助産師、看護師、臨床心理士、社会福祉士、
精神保健福祉士などの資格を有する本学教員 17人が相談
を受け、助言や提案を行います。（部門：健康、女性、く
らし、ストレスケア、子どもと子育て、法務）
●申込方法　完全予約制（原則１週間前までに電話予約）
●利用料　１回 40分 3,000 円 ※グループ可（最大６人）
※相談者や相談内容については秘密厳守します。
■申込み・問合せ先
山口県立大学 地域交流スペース Yucca（担当：緒方）
☎０８３（９３４）８０１１
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試
験
・
募
集

＜ 以下は広告欄です ＞

　広報ひらおでは、広告掲載事業による有料広告を掲載しています。

●
募
集
期
間　

３
月
１
日
火
〜
５
月

６
日
金

◇
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
・
技
能
）

●
応
募
資
格　
【
一
般
】
18
歳
以
上
34

歳
未
満 

【
技
能
】
国
家
資
格
等
を
有

す
る
18
歳
以
上
55
歳
※

未
満
（
※
保
有

す
る
資
格
に
よ
り
異
な
る
）

●
募
集
期
間　

４
月
８
日
金
ま
で

◇
自
衛
官
候
補
生

●
応
募
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
男
子

●
募
集
期
間　

通
年

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
柳
井

地
域
事
務
所

☎
（
２
２
）
８
１
９
９

警
察
・
自
衛
隊

合
同
業
務
説
明
会

●
日
時　

２
月
20
日
土 

午
前
10
時
〜

午
後
３
時

●
場
所　

柳
井
市
文
化
福
祉
会
館

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
柳
井
警
察
署 

警
務
課

☎
（
２
３
）
０
１
１
０

□問
光
警
察
署 

警
務
課

☎
０
８
３
３
（
７
２
）
０
１
１
０

□問
自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部
柳
井

地
域
事
務
所

☎
（
２
２
）
８
１
９
９

安
全
衛
生
講
習
会

◇
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）　
【
学
科
】
３
月
１
日

ク
・
脳
ド
ッ
ク
受
診
料
、
国
家
資
格
試

験
等
受
験
料
の
助
成
も
あ
り
ま
す
。

●
掛
金
（
１
カ
月
１
人
分
）

【
１
型
】
４
５
０
円 【
２
型
】
９
０
０

円 

【
３
型
】
１
５
０
０
円 

【
４
型
】

２
０
０
０
円 

【
高
齢
者
型
】
４
５
０

円 【
フ
ァ
ミ
リ
ー
型
】
５
０
０
円

□問
町
勤
労
福
祉
共
済
会
（
町
役
場
経

済
課
内
）

☎
（
５
６
）
７
１
１
７

県
立
山
口
高
等
学
校

通
信
制
課
程
生
徒
募
集

●
募
集
学
科
・
定
員

【
普
通
科
】
３
６
０
人

【
衛
生
看
護
科
】
40
人
（
連
携
施
設
在

学
者
等
に
限
る
）

【
科
目
履
修
生
】
特
に
制
限
な
し

●
願
書
受
付
日
時　

３
月
22
日
火
、

23
日
水
、25
日
金
、28
日
月
、31
日
木
、

４
月
４
日
月 

各
日
午
後
１
時
〜
２
時

●
検
査
内
容　

面
接
、
作
文

●
検
査
日　

出
願
手
続
き
の
た
め
に

来
校
し
た
日

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□申
□問
県
立
山
口
高
等
学
校
（
通
信
制
）

☎
０
８
３
（
９
２
２
）
８
５
１
９

自
衛
官
募
集

◇
一
般
幹
部
候
補
生

●
応
募
資
格　

①
22
歳
以
上
26
歳
未

満 

②
大
卒
（
見
込
含
）
で
20
歳
以
上

22
歳
未
満 

③
修
士
課
程
修
了
者
等

（
見
込
含
）
で
28
歳
未
満

可
燃
物
処
理
場
へ
の

搬
入
が
で
き
ま
せ
ん

　

周
東
環
境
衛
生
組
合
清
掃
セ
ン
タ

ー
の
ト
ラ
ッ
ク
ス
ケ
ー
ル
（
計
量
秤
）

修
理
に
伴
い
、
次
の
日
程
に
お
い
て

可
燃
物
の
搬
入
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
搬
入
不
可
日　

３
月
20
日
日 

終
日

●
場
所　

周
東
環
境
衛
生
組
合
清
掃

セ
ン
タ
ー
（
柳
井
市
民
球
場
沖
）

□問
周
東
環
境
衛
生
組
合
清
掃
セ
ン

タ
ー☎（

２
２
）
２
２
７
０

□問
町
役
場
町
民
課 

生
活
環
境
班

☎
（
５
６
）
７
１
１
３

下
水
道
排
水
設
備

指
定
工
事
店
の
申
込
み

　

平
成
28
年
度
平
生
町
排
水
設
備
指

定
工
事
店
の
申
込
み
を
次
の
と
お
り

受
け
付
け
ま
す
。

●
指
定
要
件

①
責
任
技
術
者
が
１
名
以
上
専
属
し

て
い
る
こ
と 

②
工
事
の
施
工
に
必
要

な
設
備
お
よ
び
器
材
を
有
し
て
い
る

こ
と 

③
山
口
県
内
に
営
業
所
が
あ
る

こ
と 

④
市
町
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と 

⑤
平
生
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
規

則
に
定
め
る
第
３
条
第
１
項
第
５
号

の
各
事
項
に
該
当
し
な
い
こ
と

●
指
定
基
準
日　

４
月
１
日

●
指
定
手
数
料　

５
０
０
０
円

●
申
込
期
間　

２
月
15
日
月
〜
３
月

４
日
金

●
申
込
方
法　

所
定
の
申
請
書
（
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

□申
□問
町
役
場
建
設
課

☎
（
５
６
）
７
１
１
８

【
中
小
企
業
勤
労
者
共
済
制
度
】

ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済

　

県
内
の
中
小
企
業
の
勤
労
者
の
た

め
の
共
済
制
度
で
す
。
月
々
わ
ず
か

な
掛
金
で
、
交
通
事
故
、
労
働
災
害
の

事
故
、
不
慮
の
事
故
や
病
気
な
ど
に

よ
る
死
亡
、
障
害
、
入
院
、
住
宅
災
害

な
ど
が
保
障
さ
れ
、
結
婚
や
出
産
な

ど
の
祝
い
金
も
給
付
さ
れ
ま
す
。

☆
平
成
27
年
６
月
１
日
以
降
の
入
院
に

つ
い
て
、
１
日
目
か
ら
の
入
院
給
付
開

始
と
な
り
ま
し
た
。

☆
事
業
所
が
従
業
員
の
た
め
に
掛
金
を

負
担
し
た
場
合
、
税
法
上
の
損
金
ま
た

は
必
要
経
費
と
し
て
算
入
で
き
ま
す
。

☆
全
国
宿
泊
施
設
利
用
料
や
人
間
ド
ッ

広報ひらお平成28年２月号

□申：申込み先　　□問：問合せ先
【町ホームページ】http://www.town.hirao.lg.jp/

講
座
・
講
習

お
知
ら
せ
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＜ 以下は広告欄です ＞

火
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
） 【
実
技
】
３
月

２
日
水
〜
12
日
土
の
内
３
日
間
（
鋼

鈑
工
業
㈱
玉
鶴
工
場
）

●
申
込
期
限　

２
月
19
日
金

◇
床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
技
能
講
習

●
日
程
（
場
所
）　
【
学
科
】
３
月
７
日

月
、
８
日
火
（
ホ
テ
ル
松
原
屋
） 【
実

技
】
３
月
９
日
水
〜
11
日
金
の
内
１

日
（
東
部
高
等
産
業
技
術
学
校
）

●
申
込
期
限　

２
月
26
日
金

□申
□問
（
一
社
）
山
口
県
労
働
基
準
協

会
下
松
支
部

☎
０
８
３
３
（
４
１
）
３
５
１
０

看
護
職
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
研
修

　
「
看
護
の
職
場
か
ら
離
れ
、
再
就
職

が
不
安
」「
子
育
て
中
、
そ
ろ
そ
ろ
復

帰
し
た
い
」「
注
射
の
技
術
を
再
確
認

し
た
い
」
…
。
地
域
の
病
院
で
研
修

を
受
け
て
再
出
発
し
ま
せ
ん
か
！

●
対
象　

未
就
業
の
看
護
職

●
募
集
期
間　

３
月
17
日
木
ま
で

●
研
修
期
間　

４
月
〜
７
月
の
間
５

日
程
度

●
研
修
会
場　

県
内
地
域
協
力
病
院

●
内
容　

看
護
に
つ
い
て
講
義
・
演

習
・
見
学
実
習　

●
受
講
料　

無
料

□申
□問
山
口
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
山

口
県
看
護
協
会
内
）
※
㊋
〜
㊏
の
み

☎
０
８
３
５
（
２
４
）
５
７
９
１

と
く
さ
が
み
ね

自
然
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

◇
十
種
ヶ
峰
か
ら
津
和
野
へ
21
㎞
の
旅

●
日
時　

３
月
19
日
土 

午
前
９
時
30

分
〜
20
日
日 
午
後
３
時
30
分

●
内
容　

十
種
ヶ
峰
登
山
、
野
外
炊

事
（
阿
東
牛
を
使
っ
た
鍋
）
な
ど

●
定
員　

小
学
４
〜
６
年
生
を
対
象

に
18
人
（
最
少
実
施
人
数
５
人
）

●
参
加
費　

１
２
０
０
円

◇
「
と
く
さ
が
み
ね
森
」
の

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
体
験
会

●
日
時　

３
月
12
日
土 

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分

●
内
容　

丸
太
や
ロ
ー
プ
、
ワ
イ
ヤ

ー
で
作
ら
れ
た
冒
険
コ
ー
ス
の
体
験

●
定
員　

15
人
（
19
歳
以
上
、
最
少

実
施
人
数
５
人
）

●
参
加
費　

２
５
０
円
（
26
歳
以
上

は
３
０
０
円
、
弁
当
持
参
）

◇
共
通
事
項

●
場
所　

山
口
県
十
種
ヶ
峰
青
少
年

自
然
の
家

●
申
込
期
間　

３
月
４
日
金
ま
で

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問
十
種
ヶ
峰
青
少
年
自
然
の
家

☎
０
８
３
（
９
５
８
）
０
０
３
３

相
続
登
記
無
料
相
談

　

２
月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
」
と
し
て
、
県
下
各
司
法

書
士
事
務
所
に
お
い
て
、
相
続
登
記

に
関
す
る
相
談
を
無
料
で
お
受
け
し

ま
す
。

□問
山
口
県
司
法
書
士
会
事
務
局

☎
０
８
３
（
９
２
４
）
５
２
２
０

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

県
内
事
業
場
に
働
く
労
働
者
、
事

業
主
か
ら
の
、
解
雇
、
雇
い
止
め
、

配
置
転
換
、
賃
金
の
引
き
下
げ
等
の

労
働
条
件
の
ほ
か
、
募
集
・
採
用
、

い
じ
め
・
嫌
が
ら
せ
（
パ
ワ
ー
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
）
な
ど
労
働
問
題
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
ご
相
談
を
面
談

や
電
話
で
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

□問
下
松
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

（
下
松
労
働
基
準
監
督
署
内
）

☎
０
８
３
３
（
４
１
）
１
７
８
０

不
登
校
ひ
き
こ
も
り

無
料
相
談
会

　
「
人
の
目
が
怖
い
」「
朝
起
き
ら
れ

な
い
」
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
で
お

悩
み
の
人
に
、
専
門
家
が
さ
ま
ざ
ま

な
視
点
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

●
日
時　

毎
週
金
曜
日 

午
前
10
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分

●
場
所　

ま
な
ラ
ボ
ス
ク
ー
ル
（
周

南
市
）

●
定
員　

各
回
９
人
（
先
着
順
）

※
完
全
個
別
制
の
た
め
、
要
事
前
予

約
（
メ
ー
ル
、
電
話
）

□申
□問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
な
び
デ
ザ
イ
ン

ラ
ボ
（
担
当
：
小
松
）

☎
０
９
０
（
９
４
１
８
）
６
０
９
１

m
anaport.school@

gm
ail.com

■URLhttp://www.manabidesignlab.org/

税
理
士
記
念
日 

無
料
税
金
相
談

●
日
時　

２
月
23
日
火 

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

●
場
所　

ベ
ス
ト
催
事
場
（
ア
ル
ク

光
店
横
）

●
相
談
内
容　

贈
与
税
、
相
続
税
、

土
地
建
物
等
の
譲
渡
所
得
税
、
そ
の

他
税
金
に
つ
い
て

□問
中
国
税
理
士
会 

光
支
部

☎
０
８
３
３
（
７
１
）
１
８
８
３

相　
　

談

平成28年２月号 広報ひらお

３月は自殺対策強化月間

山口県自殺対策フォーラム 2016
●日時　３月 13日日 午後１時 30分～３時 30分
●場所　山口県総合保健会館（山口市）
●内容　講演「自分と家族のうつ病に気づくために
～身体の不調と気持ちの関係～」（講師：岡山大
学病院 精神科神経科 稲垣 正俊氏
団体紹介（ご遺族の体験談）
●入場料　無料

暮らしとこころの合同相談会
●日時　３月 13日日　午前 10時～午後４時
●場所　山口県総合保健会館（山口市）
●内容　弁護士による相談、こころの健康相談
●相談料　無料

□問【自殺対策フォーラム 2016、こころの健康相談
について】山口県精神保健福祉センター

　☎０８３５（２７）３４８０
□問【弁護士による相談について】山口県弁護士会
　☎０８３（９２２）００８７



平成28年２月号 広報ひらお 18
《２月16日～３月15日》

「広報ひらお」は、環境に配慮した再生紙を使用しています。

平生町民憲章
　わたくしたち　平生町民は、ふるさとの美しい自然と歴史をうけ
つぎ、明るく住みよいまちづくりを目指して、次のことに努めます。
　わたくしたち　平生町民は
1　自然を大切にし　環境をととのえ　美しいまちをつくります
1　スポーツに親しみ　きまりを守り　健やかなまちをつくります
1　思いやりと　感謝の心をもち　温かいまちをつくります
1　勤労をとうとび　活力にみちた　豊かなまちをつくります
1　文化を創造し　若い力を育て　伸びゆくまちをつくります　

２　　月２　　月 ３　　月３　　月

※予定表ですので、日時・場所の変更がある場合もあります。

16火 育児学級［10:00 ／保健センター］

17水 こころの健康相談・いこいの場［13:30 ／保健センター］

18木

19金
ひらお読書会［13:30 ／平生図書館］
もの忘れ相談
 ［13:30／ふれあいまちづくりセンター（あいあむ）］

20土
古文書輪読会［9:45 ／平生図書館］
おはなし会［14:00 ／平生図書館］
体育館開放日［午前中］

21日 平生町スポーツ少年団交流大会［9:00 ／町体育館］

22月 にこにこひろば・バザー［10:00 ／保健センター］

23火

24水 第７回平生いきいき大学［9:30 ／中央公民館］

25木

26金 離乳食学級［10:00 ／保健センター］

27土 パパママスクール［13:30 ／保健センター］
体育館開放日［午前中］

28日

29月

1 火 育児学級［10:00 ／保健センター］

2 水

3 木 ３歳児健診［13:00 ／保健センター］

4 金

5 土 体育館開放日［午前中］

6 日

7 月

8 火 あすなろ会〈介護者家族の会〉
 ［13:00／ふれあいまちづくりセンター（あいあむ）］

9 水 おひざにだっこの会［10:30 ／平生図書館］

10木 すくすくおやつづくり教室［10:00 ／保健センター］
親しみトーク【町長と語る日】［18:00 ／町役場町長室］

11金

12土 こどもお菓子作り教室［13:00 ／保健センター］
体育館開放日［午前中］

13日 少年剣道大会［9:00 ／町武道館・町体育館］

14月 人権行政相談［10:00 ／中央公民館、13:00 佐賀公民館］

15火 育児学級［10:00 ／保健センター］

《登録方法》　① PC・携帯にアドレス「 e-hirao@xpressmail.jp」を直接
入力または右図（ＱＲコード）から読み取り、空メールを送信　
②返信される本登録用メールの内容に沿って必要事項を入力し、登録完了
■ご不明な点はお問い合わせください。 町役場総務課 地域安全班 ☎（５６）７１１１

平生町防災メールサービス 登録受付中！
防災情報、気象警報・注意報、安全・安心情報などを配信
※利用料無料、通信費利用者負担
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